
スリランカレポート
実際、私たち荷車の活動は、現地責任者のラタナさん

が、地元や建設会社との交渉をして幼稚園や孤児院の建

設をすすめ、

日本からはそ

の報告を受け

て経済的な支

援をするとい

うものです。

その着工や、

オープニング

などにあわせ

て現地を訪

問する活動

なので、そ

こに合わせて作業を進めるラタナさん、私たちの旅のプ

ランをたてる専属ガイドのカピラさんの苦労は大変なも

のだろうと思います。

今回も、ラタナさんの村、クルネーガラ県プッサーラ

村に幼稚園を建設するという計画で、昨年の3月に地鎮

祭に参加して以来１０カ月、その完成式典に出席するこ

とを主に、当初より支援しているカンダポラ小学校へコ

ピューターを贈るという活動をいれながら観光地をまわ

りました。

2008年も明けた1月3日、成田から（モルジブを経由）

の直行便で、コロンボへ向かいました。日本は真冬、ス

リランカは30度を超える常夏の国ですので、竹の子の皮

をめくるように調節できる服装で行かなければなりませ

んでした。

「荷車・プッサーラ幼稚園新築記念式典」

空港近くのホテルを朝8時に出発。スリランカでは、

結婚式や開会式など、すべてのセレモニーの始まりは、

占いによって何時何分まで決められます。ラタナさんの

指示にしたが

い、途中でお

茶を飲んで時

間調整をして、

プッサーラ村

に向かいまし

た。村の入り

口には、すで

に白い制服の

学生たちが、道路の両側にたって出迎えています。しず

しずと先導されながら幼稚園ができたお寺の境内に歩を

進めます。伝統的なキャンディアンダンスが披露されま

す。プロの人たちの踊りで、ラタナさんの演出です。幼

稚園児から、小中学生、村人総出で開会式が用意されて

いました。昨年３月に礎石を埋めた場所に、半地下状態

で、小さな一部屋の幼稚園ができていました。ラマニさ

んの話によると前夜に雨が降って、足場がぬかるむので、

朝から砂を入れたということで、まだ工事途中の園庭の

泥も濡れていました。旅のメンバーの松原さんが、亡く

なられた奥様のメモリアルにと寄金された幼稚園。少し

間違いもありなが

らもローマ字で

「有りし日の 君

のねがいを この

土地に」とプレー

トに刻まれていま

した。伝統的なオ

イルランプ点火が

あり、開会式典の

始まりでした。か

わいい子どもたちの踊りと大人の長いスピーチが交互に

組まれていました。屋根の下に入っていたにもかかわら

ず、太陽はじりじりと、そのテントの中に入ってきて、

一同汗をかきながら、やや忍耐の式典でした。読経、ラ

タナさんのスピーチ、地元出身の大臣、お坊さんのスピー

チ、スリランカの人たちのスピーチは、本当に長いです。

どうやら長いスピーチがいいと思われているようです。

荷車を代表

しての坂田の

あいさつ、松

原さんのあい

さつ。日本人

のあいさつは

簡潔です。ま

た、その村の

小学校にもコ

ピューターを

寄贈してはと

のラタナさん

の提案もあり、

荷車として、1台贈りました。

ささやかな幼稚園ですが、以前、お寺の籾のおいてあ

る倉庫の中で、保育されていた子どもたちが、新しい部
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屋で歌った

り、描いた

りすること

ができるよ

うになった

ことは、画

期的なこと

だと思いま

す。まだ上

の部分も増

築可能な設

計になっています。いろいろと、村の集まりの中心的

な役割を果たしていくに違いありません。ゆるいとい

いながら、まだカースト制の残っているスリランカ。

プッサーラ村の水田のふちの山には、土地を持たない

人たちが暮らしているそうです。もちろん電気もない

とのこと。そこからも幼稚園へ来ているそうで、ラマ

ニさんは｢山からも、開会式に来てくれているよ｣と教

えてくれました。

お昼ごはんは、いつものように、お寺の隣の、ラタ

ナさんの実家で呼ばれました。私たちにとっては、懐

かしい、ラタナさんのお母さん、妹さんとの一年ぶり

の再会。いつも言葉は通じなくても、手を握り、肩を

抱き合って、万感の思いを交流しあいます。子どもた

ちも大きくなっていました。

世界の状況とたがわず、スリランカも原油高騰の影

響で、米さえ、2倍3倍になっているそうです。建築資

材の高騰や、大工さん不足、村の中にも足を引っ張る

人たちもいたそうで、ラタナさんの苦労は計り知れま

せん。別れ際、バスにのりながら「大変だったね」と

声かけると、大きな目に一瞬涙を浮かべたラタナさん

でした。

「世界遺産巡りとホテルでゆるり」

世界的に有名な

スリランカの建

築家、ジェフリー・

バワー設計のカ

ンダラマホテル

2連泊は、旅の

楽しみのひとつ

でしたが、お正

月で、ヨーロッ

パ、ロシアから

の観光客であふれ、部屋はやや手狭でしたが仕方あり

ません。シーギリヤ・ダンブッラの世界遺産巡りと象

の背中にゆられてのシーギリヤ見物一行と、ホテル滞

在組に別れてすごしました。翌日は、象の孤児院、キャ

ンディ(仏歯寺見物も大雨で車窓からとなりました)の

街をとおり、高原の町ヌワラエリアを目指しました。

「カンダポラ小学校訪問」

昨年は、突然訪問したのでした。そのとき３５０人

の全校生徒

がいるのに、

その半数は、

子守や家の

手伝いをし

なければな

らなくて学

校へ来られ

ないと聞き、

日本の、ま

るで「おし

ん」の時代

だなと感想をもったものでした。それでもやはり、

「現代」です。一番ほしいものは、粗末なトイレの修

理や増築でもなく「コピューター」だと訴えられたの

でした。貧しい村の子どもたちにも、裕福な子どもた

ちと同じように、コンピューターにふれさせてあげた

い。それが子どもたちの将来につながるというのでし

た。昨年の3月以来、軍の空港が爆撃されるなど、安全

が確保できないと、キャセイ航空が乗り入れを自粛し

て、私たちも訪問を控えていました。カンダポラの小

学校のITの先生からは、「いついらっしゃいますか？」

と何度もメールをもらいました。私たちは、ラタナさ

んに頼んで、2台のコピューターを贈ってもらい、今回

3台目の贈呈を予定に入れました。

不思議とカンダポラ小学校訪問の日は雨に降られま

す。今回もそぼ

降る雨の中、びっ

くりするような

日の丸の旗で迎

えられました。

先を急ぐ私たち

は、その旨をカ

ピラさんに伝え

てもらったので、

式典は短くなり

ましたが、相変

わらず大人のス

ピーチは長く、

子どもたちの踊

りや歌がカット

されて残念でし

た。荷車として

は、「コンピュー

ター贈呈ぐらい

幼稚園児が踊ってくれました

茶畑で作業をする人たち

贈ったPCが置かれていました。

出迎えてくれる子どもたち

普段は教室に使われている講堂に

集まった生徒と村の人たち




